
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)米国商務省「小売売上」資料より作成。 

米国の消費動向は依然として、堅調な推移を示している。消費需要が強いほか価格上昇要

因も加わり、前期比での拡大スピードが徐々に加速しているほか、前年水準を上回る状況

が続いている。自動車・エネルギーを除くコア消費も大きく拡大する状況にある。ロシア

のウクライナ侵攻に伴う食料品価格の上昇、サービス需要の拡大などが直接的要因として

挙げられ、根底には強い雇用者所得動向も存在する。但し、物価上昇が急速に生じている

ため、実質所得の減少圧力を生も今後の動向については慎重に見極める必要がある。 
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